
 1 

発行：２０２３年３月３日 

 

 

エコアクション２１ 

環境活動レポート 

20２２年度 
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会社概要 

 

会社名 

東部電機工業株式会社 

 

代表者名 

代表取締役 片山 貴雄 

 

所在地 

本社・資材倉庫 

〒４２０－０８０４  静岡県静岡市葵区竜南３－８－２７ 

本社事務所 

〒４２０－０８０４  静岡県静岡市葵区竜南３－９－６ 

 

事業内容 

    電気工事業 

 

事業規模 

法人設立年月日  １９７６年 7 月 1 日 

資  本  金  ２,０００万円 

従 業 員 数  １0 名 

売  上  高  129 百万円（２０２２年度） 

工 事 件 数  ９４件 

    産業廃棄物受託収集運搬量 6.5ｔ 

 

保有設備 

     クレーン付トラック（2ｔ）１台     クレーン車    1 台 

高所作業車         2 台   トラック（1.5ｔ） １台 

    

許可関連  

特定建設業許可    ：静岡県知事 許可（特―２） 第６２５５号 

     有効期限       ：２０２５年１１月 1 日 

      

産業廃棄物収集運搬許可：第０２２０２１４５９５１号                                      

許可の年月日     ：平成 30 年１２月１８日 

有効期限       ：令和 5 年 12 月１７日 

＜許可内容＞ 

     廃プラスチック類※1、金属くず※1、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁 

器くず※1、がれき類、紙くず、木くず、繊維くず 

      ※1：水銀使用製品産業廃棄物含む 

連絡先 1 

環境管理担当者  片山 美江 

ＴＥＬ ：０５４―２４６―３３４３ 

ＦＡＸ ：０５４―２４６―３２７２ 

Mail  ：tobu.soumu@ny.tokai.or.jp  

mailto:tobu.soumu@ny.tokai.or
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対象範囲 

     事 業 所 ：本社・資材倉庫、本社事務所 

     適用構成員 ：全従業員 

     適用する活動：電気工事業、産業廃棄物収集運搬業 

経営課題 

     当社において、労災事故の発生は大きなリスクとなるため、これを発生させないよう 

     全社一丸となって取り組んでいく。 

 

 

推進組織 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役割分担 

最高責任者兼 

環境管理責任者 

環境マネジメントを計画的に実施するための内容を確認、決定する。 

① 管理責任者をはじめ必要な責任者を任命する。 

② システムの構築・運用・維持に必要な経営諸資源を準備する。 

③ 基本理念・基本方針を制定し基本的な環境目標を設定する。 

④ システムの構築・運用に関する情報を収集し、システム全体の 

見直しを行い、必要があれば改定を指示する。 

⑤ 経営資源の合理的・効果的な運用を図り、環境経営に関する 

組織（推進委員会など）を必要に応じて運営する。 

⑥ 経営の課題とチャンスの明確化 

環境管理事務局 ・環境管理責任者を全面的に補佐する。 

全従業員 
・環境方針の理解と取組みへの自覚 

・積極的な環境活動への取組み 

 

代表者・環境管理責任者 

（代表取締役 片山 貴雄） 

 

 

本社事務所・資材倉庫 
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環境方針 

 

東部電機工業株式会社 環境方針 

 

基本理念 

当社は電気工事の施工における環境影響を理解し、継続的改善活動に取り組みます。 

限られた環境資源を有効に利用し、次世代に豊かな地球環境を継承することこそが、環境配慮型

経営であるとの認識のもと、企業市民としての責任を果たしてまいります。 

行動指針 

 

当社は、すべての事業活動が環境に何らかの影響を与えていることを認識した上で、以下の環境

保全活動を推進します。 

 

１．事業活動の全領域で、安全活動を基軸に省エネルギー･省資源･リサイクルなどに配慮した活

動・サービスを提供します。 

２．環境汚染を未然に防止すると共に、環境経営システムと環境保全実績が継続的に 

改善できるように推進します。 

３．環境関連法令と当社が参加した協定等を遵守することはもとより、可能であれば、自主 

管理基準を設けて環境管理レベルの向上を図ります。 

４．次の事項を重点的なテーマとして、環境目標を設定し、継続的な必要あれば目標を 

見直すなどの効果的な取組みを行います。 

（1）電力使用量、燃料使用量を削減し、二酸化炭素排出量の削減に努めます。 

（2）廃棄物（一般・産廃）については排出量の削減および３Ｒ活動を推進します。 

（3）水資源や化学物質は適正な使用を励行します。 

（4）環境配慮商品は適正価格で購入することを前提に推進します。 

（5）当社の利害関係者からの苦情や事故について継続的に対策し、発生絶無を維持します。 

（6）環境配慮製品を使用した施工を推進します。 

５．環境教育･訓練、社内広報活動を実施し、全社員のエコアクションに対する知識の向上を 

図ります。 

６．この環境方針は、社外の人にも公開します。 

 

２０１７年 １２月 １日   

東部電機工業株式会社   

  代表取締役 片山 貴雄   
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 環境目標 

中長期の環境目標は以下の通りである。 

 
№ テーマ 

中長期目標 

(２０2３年 １月 ～ ２０２５年 １２月) 

原
則
と
す
る
目
標 

1 
ＣＯ２ 

排出量削減 

① ２０２３年度は、ＣＯ２排出量を２０２０年度比３％削減する。 

② ２０２４年度は、ＣＯ２排出量を２０２２年度比１％削減する。 

③ ２０２５年度は、ＣＯ２排出量を２０２２年度比２％削減する。 

1

A 

電力 

使用量削減 

① ２０２３年度は、ＣＯ２排出量を２０２０年度比３％削減する。 

② ２０２４年度は、ＣＯ２排出量を２０２２年度比１％削減する。 

③ ２０２５年度は、ＣＯ２排出量を２０２２年度比２％削減する。 

1

B 

燃料油 

使用量削減 

① ２０２３年度は、ＣＯ２排出量を２０２０年度比３％削減する。 

② ２０２４年度は、ＣＯ２排出量を２０２２年度比１％削減する。 

③ ２０２５年度は、ＣＯ２排出量を２０２２年度比２％削減する。 

2 
水道 

使用量削減 

① ２０２３年度は、ＣＯ２排出量を２０２０年度比３％削減する。 

② ２０２４年度は、ＣＯ２排出量を２０２２年度比１％削減する。 

③ ２０２５年度は、ＣＯ２排出量を２０２２年度比２％削減する。 

３ 

廃棄物   

（産廃・一般） 

排出量削減 

① ２０２３年度は、ＣＯ２排出量を２０２０年度比３％削減する。 

② ２０２４年度は、ＣＯ２排出量を２０２２年度比１％削減する。 

③ ２０２５年度は、ＣＯ２排出量を２０２２年度比２％削減する。 

４ 
グリーン 

購入比率向上 

コスト比較を行いながらグリーン購入法で定められた製品を積極的に

購入する。数値目標を定めず、高品質で安価な物をグリーン化する。 

経
営
目
標 

５ 
苦情・事故 

の削減 
２０２３年度～２０２５年度は、苦情・事故発生 0 件を継続する。 

 ６ 
労災事故 

（休業） 
対象期間中発生を０にする。 

 

※当社では PRTR 法に該当する化学物質は使用していない 

※当社の廃棄物とは産業廃棄物および一般廃棄物である 
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環境活動計画の取組み状況 

次年度以降も同様の活動を展開していく 

環境活動計画 
推進 

担当者 

実

施

者 

 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

 

1

2 

月 

次年度の取組 

①  電気使用量の削減 

・使用していない機器の 

電源オフ 片山 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・５S 活動の実施 片山 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 

②  ガソリン・軽油使用量の削減 

・エコドライブの徹底 片山 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・車両の点検 片山 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

・搭載物の適正化 片山 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

③  廃棄物（産廃・一般）排出量の削減 

・規定の分別方法の遵守 片山 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 
実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

・マニュフェスト管理の徹底 片山 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

・リサイクル活動の実施 片山 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

④  総排水量の削減 

・水道配管からの漏水防止確認 片山 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

⑤  グリーン購入 

・情報収集の継続 片山 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

⑥  苦情・事故の削減 

・工事施工前の近隣挨拶、注意喚起 片山 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

・安全会議の実施 片山 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

⑦ 労災事故（休業） 

・危険予知訓練の実施 片山  
計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 
実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 

・健康管理の実施 片山  
計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 
実施 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

計画欄：● ⇒実施する 

実績欄：◎ ⇒出来ている  ○⇒改善されてきている  △⇒現状維持  ×⇒悪化している 
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活動期間中の目標達成状況および評価（実績） 

 
２０20 年度 

（基準年） 
目標値 

（-2％） 

２０２２年度 

実績 

達成 

状況 

二酸化炭素排出量 総量（kg-CO2/年） 15,497 15,187 15,597 × 

電気使用量 量（Kwh/年） 2,645 2,592 3,376 × 

ガソリン使用量 量（L/年） 2,033 1,992 2,017 × 

軽油使用量 量（L/年） 3,624 3,552 3,594 × 

水道使用量 量（㎥/年） 224 220 193 ◎ 

産業廃棄物排出量 総量（㎏/年） 11,306 11,080 2,220 ◎ 

一般廃棄物排出量 総量（㎏/年） 240 235 240 × 

事故・クレーム 件数（件/年） 0 件 0 件 0 件 ◎ 

労災事故（休業） 件数（件/年） 0 件 0 件 0 件 ◎ 

※購入電力の排出係数は 0.388 を使用した。 

※グリーン購入活動については、情報収集などが主たる活動となることから評価をしない。 

※PRTR 法に該当する化学物質は使用しないため評価をしない。 

 

【総評】 

 二酸化炭素 

  遠い現場への車両の移動が多く、ガソリン・軽油が増加した。次年度からはエコドライブの徹底をする。 

電気 

  事務所を建替えの際、照明器具を LED に、太陽光発電や蓄電池を設置したが、天気の変動に影響され、 

  使用量が大幅に増加してしまった。次年度からは今年を下回るようにする。 

燃料油 

エコドライブ、不要物の積み込みを抑制する活動を徹底したが、増加してしまった。 

工事期間がタイトなスケジュールであり、現場が遠方になったことも起因している。 

廃棄物 

  社内の５S 活動による廃棄物の発生が一段落した。電球や蛍光灯等が無かったことが減少の起因である。 

  一般廃棄物 

  昼食時のテイクアウト食品カップやトレー等が多い。日々の分別を徹底していく。 

 水道 

  今年度の様に節水につとめる。   

クレーム・労災事故 

  クレームの発生は０件、引き続き継続し活動していく。 

【次年度目標】 

  次年度は、２０２０年度を基準に目標を設定する。 
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環境関連法規の遵守、訴訟等の有無について 

(１)環境関連法規制の遵守・訴訟等の有無 

環境関連法規制の遵守状況を確認した結果、違反はなかった。また、関係機関等から特に指摘等も 

無かった。くわえて訴訟等も同様に無かった。 

 

 (２)当社が適用される主な環境関連法規制等 

【主な環境法規制等一覧表】 

 

評価日：２０２3 年 1月 3１日 

評価者：環境管理責任者    

名称 当社の該当 要求事項 遵守評価 

騒音規制法 

静岡県生活環境の 

保全等に関する条例 

対象機器は無い 

施工時の騒音注意 

①法の定める規制時間と規制音量の注意 

②近隣住民への事前挨拶など 
○ 

振動規制法 

静岡県生活環境の保全等

に関する条例 

対象機器は無い 

施工時の振動注意 

①法の定める規制時間と規制音量の注意 

②近隣住民への事前挨拶など 
○ 

廃棄物処理法 

 

廃棄物の処理および 

清掃に関する法律 

外部業者へ委託 

①産廃業者等との委託契約書締結 

②廃棄物置場の適正保管(表示看板設置) 

③マニフェストの発行・返却・保管 

④マニュフェストの行政報告(年１回) 

⑤収集運搬車のステッカーの表示 

⑥年 1 回以上の頻度で産廃業者の現地確認 

⑦廃棄物の適正処理 

⑧水銀廃棄物処理業者への委託 

⑨水銀廃棄物の適正保管 

○ 

建築基準法 
当社の業務全般 

①建築設備など要求事項の遵守 

②用途規制など要求事項の遵守 
○ 

建設リサイクル法 

当社の業務全般 

①建築資材廃棄物の抑制 

②建築資材廃棄物のリサイクル 

③建築資材廃棄物の分別 

○ 

建設業法 

当社の業務全般 

①建設業許可の取得 

②専任技術者、監理技術者の設置など 

③建設業許可の更新（５年間） 

○ 

グリーン購入法 
購買品の一部で実施 ①安価で高品質な商品を積極的に導入する ○ 

フロン排出抑制法 
業務用エアコン 

① フロン漏洩防止の為自主点検(３ヶ月ご

と) 
  ○ 

 

 

環境上の緊急事態への準備及び対応 

当社の緊急事態は異常気象（地震・火災）の発生とする。 

1 回/年の頻度で訓練およびテストを実施する 
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代表者による全体の評価と見直し指示 

 

見直し日：２０２３年３月 3 日 

 

(１) ヒアリングチェック・内部監査の結果・法令順守 

エコアクション２１の構築・運用状況は、おおむね良好である。 

当社では内部監査は実施していない。 

(２) 苦情を含む利害関係者からの重要な情報 

苦情を含む利害関係者からの重要な情報はない。 

(３) 組織の環境パフォーマンス 

組織の環境パフォーマンスはおおむね良好。 

社員の環境への取組み状況も、パトロールチェックなどから良好と判断。 

(４) 環境目標の達成 

活動期間中は環境目標の達成にばらつきがあるが、情報共有し進めていく。 

次年度は２０２０年の数値を基準に取り組む。 

(５) 問題点の是正処置および予防処置の状況 

次年度は光熱費の値上がりに順応できるよう省エネに徹する。 

(６) 前回までの見直しの結果に対するフォローアップ 

事務所建替え後の数値を見える化し、今後対応していく。 

(７) 環境関連法規等を含む周囲の状況の変化 

環境関連法規等の制定・改正・廃止はない。周囲の状況変化も特にない。 

(８) 改善のための提案・その他 

エコアクション以外の活動についてもＰＤＣＡサイクルを意識すること。 

 

 

【指示内容】 

項目 有無 指示内容 

１．エコアクション２１文書類 無 特になし。 

２.  環境方針 無  

３．環境目標 有 2020 年度を基準に、効果的な施策を実施する 

４．環境活動計画 無 次年度以降も試行錯誤を図り効果的な施策を実施する 

５．組織体制 無 現段階では見直しをする必要はない。 

６．環境経営システム 無 各項目ともに良好に機能している。 

７．その他 無 特になし。 

 

 

【トップマネジメントによる確認・指示】 

環境目標達成への理解を深め、日々の業務に対してこれまで以上に高いモチベーションで、取り組むよう 

指示した。また、光熱費の高騰や物価高も続いているので、現状維持にはならない可能性もあるが、 

個々の意識が下がらないよう促した。 
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地域貢献活動 

 

静岡県設備協会主催  道路清掃美化活動参加 

場 所：国道１号線「MARKIS 静岡」高架橋から長沼大橋まで 

日にち：令和４年１１月３０日 ・  

 

 

 

 

 

 

 


